
主 催 　北海道高等学校ＰＴＡ連合会石狩支部

　令　和　４年　１０月　５日（　水曜日）　　１３時　３０分から

　令　和　４年　１０月　５日（　水曜日）　　１５時　４０分まで

会 場 　北海道立道民活動センター（札幌市中央区北２条西７丁目）

１　演題　「一途一心の野球道（やきゅうみち）」

２　講師　山崎　夏生

実 施 内 容 ３　内容　２９年間のプロ野球審判をとおしての、人生の生き方、人生の目

標を実現するための心の持ちようについての講演。

保護者 学校職員 生徒名 地域住民等 その他

講師紹介　　山崎　夏生（やまざき　なつお）　様

平成２２年終了時までに現役生活２９年、１軍公式戦１４５１試合に出場

審判技術指導員での８年間では、後進の育成に従事すると同時に北海道新聞、

上越タイムス、「ベースボールクリニック」等々で多くのスポーツコラムを連載

プロフィール

・昭和３０年　７月　    新潟県上越市で誕生

 　　 ４９年　３月　    新潟県立高田高校卒業

　    ５４年  ３月　    北海道大学文学部国文科卒業

　　　　　    ４月　    日刊スポーツ新聞社・東京本社に入社

　    ５６年１２月　    同社を退社

　    ５７年　３月　    パシフィック野球連盟と審判員契約を締結

　    ５９年　７月　    一軍戦に右翼線審として初出場（西部対南海）

　　　　　　　　        Jr・オールスター戦出場（以後３年連続出場）

　    ６１年１０月　    イースタン・リーグ優秀審判員賞受賞

　    ６３年１０月　    一軍戦で初球審（ロッテ対南海）

　平成　元年　４月    　一軍戦レギュラーメンバーに昇格  

　　　  ５年　１月　    ジム・エバンス審判学校（フロリダ）へ派遣留学

　　　　６年　７月　    オールスター戦に初出場

 　　   　７年  ４月　　　パ・リーグ開幕戦（西武対ダイエー）にて球審

  　  １１年　７月　　　一軍公式戦１０００試合出場達成

　　　１９年　７月　　　オールスター戦に２度目の出場　　　　　　　　　

　　　　２２年　７月　　　オールスター戦に３度目の出場

　　　　　　 1０月　　　千葉マリンスタジアム最終戦（ロッテ対オリックス）にて現役引退

　　　　　  １２月　　　日本野球機構（ＮＰＢ）と審判技術指導員契約を締結

　　  ２４年　３月　　　著書「プロ野球審判　ジャッジの舞台裏」（北海道新聞社）を発刊

  　　３０年１２月　　　日本野球機構を退職

　令和　２年　５月　　　著書「全球入魂！プロ野球審判の真実」（北海道新聞社）を発刊

　　  ３１年　１月　　　「審判応援団長」として審判の権威向上と健全なる野球発展のために

　　　　　　　　　　　  講演・執筆を中心に活動を開始、現在に至る

令和4年度北海道高等学校ＰＴＡ連合会石狩支部

「教養講座」研修会報告

日 時

参 加 者 数
　５８　名 １５　名 名 名 ４名



皆さん終始熱心に聞き入ってました。






